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序 章 本業務の目的 

（１）本業務の目的 

西国分寺駅は，昭和 48年にＪＲ中央線と武蔵野線を結節する駅として開設された。 

市は駅開設を機に「西国分寺駅周辺整備基本構想（以下，「構想」という。）」を昭和 54年に策

定し，構想に基づき，駅南口については，駅前広場や道路等の都市基盤や商業施設，いずみホー

ル等の施設整備が実現された。その一方で，駅北口については，現在まで大きな基盤整備等が行

われないまま宅地化が進行している。 

都市計画マスタープランにおいても，西国分寺駅周辺は，都市生活・文化交流の拠点として位

置づけており，改めて，社会情勢の変化等を踏まえた今後の西国分寺駅北口周辺のまちづくりに

ついて，地域住民の参加のもと，検討に取り組む必要がある。 

本業務は，西国分寺駅北口周辺地区（以下，「対象地区」という。）のまちづくりを進めるにあ

たって基礎調査を行い，今後まちづくり計画を検討すべき範囲および従前の構想等をふまえた都

市基盤整備等の方向性を検討することを目的とする。 

 

（２）対象地区 

本業務の対象地区は，南側は JR 中央線，西側は国分寺都市計画道路３・２・８号線（以下，

「国３・２・８号線」という。），東側は府中街道，北側は国分寺都市計画道路３・４・６号線（以

下，「国３・４・６号線」という。）に囲まれた範囲（国分寺西恋ヶ窪２丁目全域と３丁目の一部，

国分寺市日吉町１丁目の一部と 4丁目の一部）の面積約２５ｈａである。 
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（３）対象地区周辺におけるこれまでのまちづくりの取組み 

西国分寺駅周辺におけるこれまでのまちづくりの取り組みを以下に整理する。 

今後，都立多摩図書館や東京都公文書館等の文化施設の移転も予定されており，対象地区周辺

の基盤整備や施設整備は進みつつある。 

図序－２ 対象地区周辺におけるこれまでのまちづくりの取組み 
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図序－３ 対象地区周辺におけるこれまでのまちづくりの取組み年表 
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